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結び

本研究では,戦後沖縄に建設された公共建築から一般住宅にわたる各種建築

における地域性を表出する要素の多重性に着目する事によって近代建築の非先

進地域における展開の特色を論じた｡取り分け､コンクリー ト建築は､戦前の

木造建築に代わって戦後沖縄の集落及び都市の新しい風景を形成 した重要な要

因の一つであり､本論では､その本格的導入と普及経緯の解明を主要な視座に

置いて論じた｡そして､その解明においては､近代意匠と伝統意匠の関わり､

気候風土の影響､さらには建築生産基盤の対応といった諸要素の関連性､すな

わち､地域性を表出する要素の多重性に着目する意義を明らかにした0

戦後の沖縄は､比較的短期間の内に地元建築生産体制がコンクリー ト建築を

主体とするものとなった｡そこには本土復帰までの27年間の米軍統治の政策も

影響したが､近代建築の形成過程においては､多くの地元建設技術者が関わり､

建設された多くの建築群の姿には､先進地域からもたらされたコンクリー ト建

築が地域の建築事情を反映する形で定着する過程が明確にされた｡

1章で論じた設計技術の標準化や単純化は､地域の建築事情を反映する最も典

型的な姿の一つといえよう｡そこには､これ迄のハイアー トとしての近代建築

の捉え方には見られない､建築技術者の集団としての活動の表れを見る事がで

き､集団の技術レベルの克服という問題に対して特色ある技術的解決を成した

点は特筆すべき特質である｡

また､2章に見られたコンクリー ト住宅の気候風土-の適応過程は､建築に関

わる諸要素の関わり方を明確に表している｡すなわち､外人住宅の仕様のコピ

ーから始まった初期の設計は､試行錯誤によって伝統的木造住宅の床組との組

み合わせによる二重構造の造りとなり､今日の沖縄のコンクリー ト住宅を形成

している｡数世代にわたるコンクリー ト住宅の形成過程は､生活様式や建築設

備を含む建設技術の進展とも深く関わり､諸要素の変化と共に常に進化する状

況が理解された｡

3章では特に近代建築における意匠の問題に焦点をあて､地域性の表現方法に

関する試みについて､今 日の地域主義的建築表現の基礎を形成した二つの主要

な公共建築の設計競技の内容を論じた｡そこには､気候風土とそれに関連する

伝統意匠-の強い関心と共に､これらを近代的造形意匠に昇華する試みを兄い

だす事ができた｡
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本研究は以上の知見によって一応の成果を得ることができたが､近代建築に

おける地域性の解明はさらに大きなテーマとして今後の展開が期待されるO今

回の調査研究では幾つかの新たな問題が課題が残されたが､例えば､意匠にお

ける文芸界との関連は学際研究として文化的意義の一層の解明が期待されるの

であり､また､戦後沖縄の急激な政治的､文化的変動と共通する社会変動の中

にある他地域における近代建築の展開との比較からは展開の本質の理解を深め

得る事が期待される｡

***
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